
令和６年(2024)がスタートしました。この１年がお子さんや保
護者の皆様にとってよき１年になるようご祈念いたします。始業式
でも子供たちには「いい１年にしましょう」という言葉を伝えまし
たが、その後、どうしても触れなければならなかったのが、まさか

の元日に起きた能登半島地震のことです。きっと、初詣で「いい年になりますよう」とお願いした方も多
かったことでしょう。胸が痛みます。発生して２週間になりますが、まだ見つからない方もいらっしゃい
ます。また、避難されている方も、水不足、トイレ不足、食糧不足、そして極寒と戦っていらっしゃいま
す。学校が避難所となっている中学校の生徒２５０人は集団避難生活となります。先進国と言われる日本
でありながら、インフラ整備のもろさや対応の遅れには逆に驚かされます。震災前の生活とはいわずとも、
少しでも早く衣食住の不自由さを解消して欲しいものです。
始業式の話の後半では、３学期の目標について伝えました。３学期の登校日数はすでに４０日あまり。

たいへん短い学期です。進級進学を意識し、今の学年で学んだ内容をできるだけ身に付けることが大切で
す。また、生活においては「やるべき事をしっかりやり、やってはいけないことは絶対にしない」という
ことを伝えました。「凡事徹底」、つまり当たり前のことを当たり前にできることは、意識しておかない
となかなか難しいことです。個性や多様性を大事にする意識が徐々に高まる一方で、社会生活に必要な規
範意識や常識があまり話題にならず、若者の犯罪や非常識な言動は増える傾向にあります。自分らしさは
社会におけるルールやマナーといった基盤の上に成り立つこと
を、小学生にも分かる言葉で伝えていきたいと思います。
堅い内容になってしまいましたが、本年もどうぞよろしくお願

いいたします。保護者の皆様の支えが私たちの大きな原動力とな
っているのは間違いありません。それから、半分は個人的なこと
ですが、私自身が佐志小学校で校長職をするのはこの３月までと
なりました。１日１日を大切にし、佐志小のそして佐志地区のよ
さを味わいながら過ごせたらと願っています。

１２月にガザ地区難民緊急支援への募金を
お願いしたところ、多くのご協力をいただきました。朝「持ってきました！」とラン
ドセルから大事そうに募金を出し、箱に入れる仕草をほほえましく感じました。集ま
った募金は１８０７９円。佐賀県ユニセフ協会に預けました。この取組に対する感謝
状もいただき、始業式の後に紹介しました。
続けての募金となりますが、今日からは能登半島地震の被災者に対する募金活動を

行っています。集まったお金は日本赤十字社を通して救援活動にあてられます。期間
は今月の１５日(月)から２４日(水)までとしています。朝の７：１５～８：００に児

童玄関前で募金活動を行いますので、持たせた際には、忘れずに朝、箱に入
れるようにお子さんに伝えてください。小学生ですから少しの金額で十分で
す。こういう活動により、子供たちにも公助の気持ちが育つことにもつなが
ればという思いもあります。２３日(火)の授業参観の時は、保護者の方も直
接募金ができるようにしておきますので、保護者の皆さんのご協力もお願い
したいところです。被災して苦しい生活を強いられている方に少しでも役立
てたらと思っています。
※募金活動は任意活動であり、決して強制ではありません。
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ご存じの通り、現ドジャースの大谷翔平選手が
日本中の小学校に全部で６万個のグローブを寄贈
しました。本校にもちょっと遅いクリスマスプレ

ゼントとして年末の１２月２７日に届きましたので、始業式で紹介した
後、児童玄関で自由に触らせました。少年野球をしている子や関心のあ
る子は「わっ大谷グラブだ！」と声を上げていましたが、意外だったの
は、約８割の子は全く関心を示さず、ちらっと見ただけで素通りだった
こと。そして、ちょっと驚かされたのが、右手にグローブを付けている
子に「左きき？」と聞くと、答えは「右きき」。そういう子が何人もい
ました。おそらく初めてグローブに手を入れたのでしょう。
昔話になりますが、私の世代は「巨人の星」や「ドカベン」にどっぷ

りはまっており、また、夏休みには地区対抗の小学生ソフトボールがあ
ったこともあり、お下がりも含めてほぼ誰もがグローブを持っていました。変な話ですが、ソフトボール
の得手不得手が友だち関係にも影響していましたね。
間違いなく野球離れは進んでいますが、その分、サッカーやバス

ケットボール、バドミントンや卓球など、それぞれのスポーツに特
化して励んでいる子供たちは多く、また、スケートボードやブレイ
キン、クライミングといった新しいスポーツがオリンピックの種目
になり、それぞれの種目で日本はめざましい成績を残しています。
ですから野球離れを悲観はしていません。ただ、体が動く子供の頃
に何でもいいので、自分が楽しいと思えるスポーツと出会い、体を
進んで動かすことを習慣にして欲しいものです。今は生涯スポーツ
に向けて運動の楽しさに触れることが最も大切です。
大谷グラブに話を戻します。このグローブを飾っていても

「私はこのグローブが、私たちの次の世代に夢を与え、勇気づけるためのシンボルとなることを望んでい

ます。それは、野球こそが私が充実した人生を送る機会を与えてくれたからです。野球しようぜ!」

という大谷選手のメッセージの願いにはそぐわないと思うので、今日から順番を決めてできるだけ多くの
児童に使ってもらおうと思います。

主な行事予定

１月 ９日 火 ３学期始業式
１７日 水 PTA全体役員会18:30～

１月２３日 火 授業参観(下学年9:30～ ５･６年10:35～)
２年生親子レク(8:30～)
４年生二分の一成人式(14:00～)

２月 １日 木 新入学説明会
２月１６日 金 ＰＴＡ常任委員会(会長・副会長推薦)
２月２２日 木 ６年生を送る会 ６年生親子レク(14:00～)
２月末まで 新学級役員選出
３月１４日 木 ６年生修了式
３月１５日 金 第１３１回卒業証書授与式(６年以外給食あり)
３月１１日 月 学年・学級会計監査(１５日までに実施)
３月１９日 火 学年末懇談会

（４･５年生14:00～ １～３年生14:35～)
新旧ＰＴＡ常任委員会18:30～

３月２２日 金 修了式・辞任式

生活満点１週間

佐志小では各学期の初めに「生活
満点１週間」という取組をしていま
す。これは長期休みで、ややもすれ
ば乱れてしまった生活リズムを元に
戻しましょうという目的で実施して
います。５つの点を親子で確認し合
い、不十分なところがあれば、その
改善につなげて欲しいと思います。
特に寒い冬は起きるのがとってもつ
らいですね。少しでも快適に起きる
には、睡眠の量を増やすことが大切
です。お子
さんの早起
きサポート
をお願いし
ます。


